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267 ラ・フォン・ド・サン＝ティエンヌ『考察』の研究（1）

ラ
・
フ
ォ
ン
・
ド
・
サ
ン
＝

テ
ィ
エ
ン
ヌ
『
考
察
』
の
研
究
（
1
）

――
出
版
の
背
景
――

田　
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佳

は
じ
め
に

ラ
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ォ
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・
ド
・
サ
ン
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,  

以
下
「
ラ
・
フ
ォ
ン
」
と
略
）

が
一
七
四
七
年
に
匿
名
で
出
版
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
の
絵
画
の
現
状
の
諸
原
因
に
関
す
る
考
察
』（
以
下
、『
考
察
』
と
略
）
は
、
十
八
世
紀
中

葉
の
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
著
作
で
あ
る
）
1
（

。
本
書
は
三
つ
の
点
で
「
革
命
的
」
で
あ
っ
た
。
第
一
に
王
立
絵
画
彫
刻

ア
カ
デ
ミ
ー
（
以
下
、「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
略
）
の
会
員
展
「
サ
ロ
ン
」
の
出
品
作
を
評
す
る
サ
ロ
ン
批
評
の
先
駆
と
な
っ
た
）
2
（

。
第
二
に
、

美
術
の
専
門
的
立
場
か
ら
の
意
見
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、「
公
衆 p

u
b

lic

」
を
作
品
判
断
の
主
体
に
据
え
、「
公
衆
」
を
主
語
に
し
た
批
評

を
展
開
し
た
。
第
三
に
、
王
立
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
創
設
し
て
国
王
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
恒
常
的
に
展
示
す
る
こ
と
を
公
に
提
案
し
た
、
お

そ
ら
く
初
め
て
の
出
版
物
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
『
考
察
』
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
美
術
史
研
究
の
中
で
そ
の
価
値
が
充
分
に
認
め
ら
れ
て
き
た

と
は
い
い
が
た
い
。
ラ
・
フ
ォ
ン
あ
る
い
は
『
考
察
』
を
主
要
な
分
析
対
象
と
し
た
先
行
研
究
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
）
3
（

。
美
術
批
評
や
美
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術
理
論
を
扱
う
関
連
研
究
は
、『
考
察
』
を
美
術
批
評
の
先
駆
に
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
は
き

わ
め
て
少
な
い
。
多
く
の
研
究
者
は
、
同
書
の
刊
行
後
の
反
響
の
影
響
を
受
け
て
、『
考
察
』
を
き
わ
め
て
前
衛
的
で
革
新
的
な
刊
行
物
と

と
ら
え
て
い
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
ラ
・
フ
ォ
ン
の
業
績
と
研
究
状
況
を
整
理
し
）
4
（

、『
考
察
』
出
版
後
に
パ
リ
の
美
術
界
で
展
開
さ
れ
た
「
論
争
」
を

分
析
し
て
き
た
が
）
5
（

、
こ
こ
で
改
め
て
『
考
察
』
の
内
容
そ
の
も
の
に
眼
を
向
け
、
ラ
・
フ
ォ
ン
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
正
し
く
読
み
解
い
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
今
日
ま
で
い
か
な
る
言
語
に
も
訳
さ
れ
て
い
な
い
『
考
察
』
の
重
要
箇
所
の
抄
訳
を
試
み
、
解

題
を
交
え
な
が
ら
、
内
容
を
仔
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
原
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
と
、
ま
ず
一
七
四
七
年
の
時
点
で
出
版
さ
れ
た
著
書
自
体
は
、
画
商
お
よ
び
版
画
家
と
し

て
名
高
い
ピ
エ
ー
ル
＝

ジ
ャ
ン
・
マ
リ
エ
ッ
ト
（M

A
R

IE
T

T
E

, P
ie

rre
-Je

an
; 1

6
9

4

―1
7

7
4

）
が
収
集
を
始
め
た
サ
ロ
ン
批
評
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
一
冊
と
し
て
、
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
ド
ロ
ワ
ー
ヌ
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）
6
（

。
一
七
五
二
年
に
は
『
考

察
』
の
第
二
版
が
他
の
著
作
と
の
合
本
の
形
で
刊
行
さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
）
7
（

。
初
版
に
つ
い

て
は
、
一
九
七
〇
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
ス
ラ
ト
キ
ン
社
か
ら
リ
プ
リ
ン
ト
版
が
刊
行
さ
れ
た
）
8
（

。
そ
の
後
二
〇
〇
一
年
に
な
っ
て
、
十
八
世
紀

フ
ラ
ン
ス
美
術
史
の
大
家
ル
ネ
・
デ
モ
リ
ス
が
、
当
時
刊
行
さ
れ
た
五
点
の
美
術
批
評
を
選
ん
で
編
ん
だ
撰
集
の
中
に
本
テ
キ
ス
ト
を
収
め

た
）
9
（

。
ま
た
同
年
に
は
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ジ
ョ
ラ
が
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
ラ
・
フ
ォ
ン
の
全
著
作
を
集
め
て
刊
行
し
て
い
る
）
10
（

。
本
稿
で
試

み
た
翻
訳
は
、
原
則
と
し
て
ス
ラ
ト
キ
ン
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
を
定
本
と
し
て
い
る
。
以
下
の
引
用
で
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
註
に
示

す
ペ
ー
ジ
番
号
は
同
版
の
も
の
と
す
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
デ
モ
リ
ス
版
と
ジ
ョ
レ
版
も
参
照
し
た
。
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1
．
ラ
・
フ
ォ
ン
・
ド
・
サ
ン
＝
テ
ィ
エ
ン
ヌ
の
生
涯

こ
こ
で
本
書
の
著
者
で
あ
る
ラ
・
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
）
11
（

。
彼
の
生
涯
に
つ
い
て
は
よ
く
判
っ
て
い
な
い
部
分
も
多

く
、
材
料
も
少
な
い
が
、
最
も
有
力
な
史
料
は
パ
リ
国
立
古
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
産
目
録
で
あ
る
）
12
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
六
八
八

年
十
二
月
八
日
に
リ
ヨ
ン
で
生
ま
れ
て
い
る
。
父
は
絹
織
物
商
人
の
ピ
エ
ー
ル
・
ド
ラ
フ
ォ
ン
（D

E
L

A
F

O
N

T
, P

ie
rre

）、
母
は
妻
マ
ル

グ
リ
ー
ト
・
ト
ロ
ワ
リ
エ
（T

R
O

IL
L

IE
R

, M
arg

u
e

rite

）
で
あ
る
。
幼
少
期
の
教
育
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
故
郷
の
イ
エ
ズ

ス
会
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
で
古
典
の
素
養
を
身
に
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
）
13
（

。
処
女
作
と
さ
れ
る
の
は
一
七
二
五
年
の
「
ル
イ

大
王
の
治
世
下
に
お
け
る
絵
画
の
発
展
に
つ
い
て
の
頌
歌
」
で
あ
り
）
14
（

、
こ
こ
に
は
、
彼
の
後
の
著
作
に
繋
が
る
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ
、
す
な

わ
ち
ル
イ
十
四
世
の
治
世
の
礼
讃
と
絵
画
の
愛
好
が
す
で
に
現
れ
て
い
る
。

そ
の
後
一
七
二
九
年
に
、
王
妃
マ
リ
ー
・
レ
ク
ザ
ン
ス
カ
（L

E
S

Z
C

Z
Y

S
K

A
, M

arie
 S

o
p

h
ie

; 1
7

0
3

―1
7

6
8

）
に
仕
え
る
貴
族
と
し
て

宮
廷
に
入
る
）
15
（

。
一
年
の
う
ち
三
ヶ
月
間
勤
務
す
る
貴
族
の
一
人
と
し
て
、
王
妃
の
移
動
時
や
食
事
中
の
護
衛
に
携
わ
り
、
四
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル

の
報
酬
を
得
て
い
た
と
さ
れ
る
）
16
（

。
お
そ
ら
く
こ
の
役
職
を
通
し
て
下
級
の
貴
族
身
分
（ch

e
valie

r 

あ
る
い
はé

cu
y

e
r

）
が
付
与
さ
れ
た
結

果
、
父
姓
の
「
ド
ラ
フ
ォ
ン
」
で
は
な
く
、「
ラ
・
フ
ォ
ン
・
ド
・
サ
ン
＝
テ
ィ
エ
ン
ヌ
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
任
務
は
一
七
三
七
年
ま
で
八
年
間
続
い
た
）
17
（

。
宮
廷
へ
の
定
期
的
な
滞
在
は
、
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
王
室
付
き
の
美
術
家
た
ち
に

精
通
す
る
又
と
な
い
機
会
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
と
え
ば
本
書
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
の
「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の

間
」
の
天
井
画
は
、
ラ
・
フ
ォ
ン
と
同
年
に
生
ま
れ
た
画
家
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ル
モ
ワ
ー
ヌ
（L

E
M

O
Y

N
E

, F
ran

ço
is

; 1
6

8
8

―1
7

3
7

）
が

一
七
三
六
年
に
完
成
さ
せ
て
お
り
、
制
作
の
時
期
は
ラ
・
フ
ォ
ン
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
の
任
務
の
期
間
と
重
な
っ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
間
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に
、
王
付
き
画
家
ノ
エ
ル
＝
ニ
コ
ラ
・
コ
ワ
ペ
ル
（C

O
Y

P
E

L
, N

o
ë

l-N
ico

las
; 1

6
9

0

―1
7

3
4

）
に
よ
る
絵
画
を
も
と
に
版
刻
さ
れ
た
版
画

三
点
に
銘
辞
を
付
し
て
い
る
）
18
（

。『
考
察
』
に
延
々
と
記
さ
れ
る
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
管
理
の
実
態
に
知
悉
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
こ
の

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
滞
在
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
七
二
九
年
秋
に
は
、
任
務
と
は
関
係
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ド
ル
に
旅
行
を
し
て
い
る
。
故
郷
リ
ヨ
ン
の
弁
護
士
で
同
地

の
科
学
・
文
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
の
創
設
に
も
貢
献
し
た
ブ
ロ
セ
ッ
ト
（B

R
O

S
S

E
T

T
E

, C
lau

d
e

; 1
6

7
1

―1
7

4
3

）
の
紹
介
に
よ
り
、
ラ
・
フ
ォ

ン
は
旅
行
中
に
、『
考
察
』
で
「
才
人
」
と
称
え
た
敬
愛
す
る
詩
人
ジ
ャ
ン
＝

バ
テ
ィ
ス
ト
・
ル
ソ
ー
（R

O
U

S
S

E
A

U
, Je

an
-B

ap
tiste

; 

1
6

7
0

―1
7

4
1

）
を
訪
問
し
た
。
帰
国
後
の
一
七
三
三
年
に
は
、
ラ
・
フ
ォ
ン
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
『
趣
味
の
殿
堂
』
の
中
で
ル
ソ
ー
を
激
し

く
攻
撃
し
た
こ
と
を
心
配
し
て
、
ル
ソ
ー
を
慰
め
る
手
紙
を
送
り
、
礼
状
も
受
け
取
っ
て
い
る
）
19
（

。

だ
が
他
方
で
、
ラ
・
フ
ォ
ン
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
信
奉
者
の
側
面
も
見
せ
て
い
る
。『
考
察
』
で
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
『
趣
味
の
殿
堂
』
の

一
節
を
、
一
部
の
語
句
に
改
変
を
加
え
て
引
用
し
て
い
る
）
20
（

。
ラ
・
フ
ォ
ン
の
著
作
全
体
に
通
底
す
る
未
完
成
の
ル
ー
ヴ
ル
宮
に
対
す
る
嘆
き

も
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
詩
節
「
ル
ー
ヴ
ル
に
つ
い
て
」（
一
七
四
九
年
）
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
）
21
（

。
ラ
・
フ
ォ
ン
と
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
交
流

を
証
明
す
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
唯
一
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
一
七
五
三
年
七
月
九
日
に
姪
の
ド
ゥ
ニ
夫
人
に
宛
て
た
手

紙
の
中
で
、
ラ
・
フ
ォ
ン
か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
た
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
）
22
（

。

そ
の
後
の
ラ
・
フ
ォ
ン
の
足
取
り
を
知
る
手
が
か
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
一
七
四
一
年
に
は
パ
リ
に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
）
23
（

。
文
芸

界
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、
一
七
四
七
年
の
『
考
察
』
の
出
版
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
の
節
で
詳
し
く
扱
う
た

め
、
こ
こ
で
は
『
考
察
』
出
版
以
降
の
ラ
・
フ
ォ
ン
の
活
動
を
概
観
し
て
お
く
。

ラ
・
フ
ォ
ン
が
『
考
察
』
で
試
み
た
サ
ロ
ン
批
評
と
い
う
形
態
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
れ
以
降
、
彼
が
本
格
的
に
展
開

す
る
サ
ロ
ン
批
評
は
、
一
七
五
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
所
感
』
の
み
に
留
ま
る
）
24
（

。
ラ
・
フ
ォ
ン
の
第
一
の
関
心
は
む
し
ろ
「
ル
ー
ヴ
ル
宮
」

の
方
に
移
り
、
こ
れ
を
主
題
と
す
る
著
作
が
『
コ
ル
ベ
ー
ル
の
影
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
、
パ
リ
市
の
対
談
』（
一
七
四
九
年
、
一
七
五
二
年
再
版
）
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を
は
じ
め
と
し
て
数
冊
続
く
こ
と
に
な
る
）
25
（

。
ル
ー
ヴ
ル
宮
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
が
窺
わ
れ
る
が
、
同
時
に
、『
考
察
』
で
発
表
し
た

ル
ー
ヴ
ル
宮
へ
の
王
立
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
創
設
の
提
案
が
広
く
支
持
を
得
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
ル
ー
ヴ

ル
宮
は
受
け
の
よ
い
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
が
、『
考
察
』
の
反
響
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
個
人
的
な
関
心
は
も
と
よ
り
、
受

容
者
の
反
応
を
考
慮
し
て
主
題
を
決
定
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
文
筆
家
と
し
て
社
会
的
な
「
成
功
」
を
望
む
こ
と
は

当
然
で
あ
っ
た
。
一
七
五
〇
年
二
月
に
故
郷
リ
ヨ
ン
の
科
学
・
文
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
の
賛
助
会
員
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
一
定
の
名
声
の
証
し
で

あ
ろ
う
し
）
26
（

、
一
七
五
二
年
の
著
作
集
の
刊
行
が
可
能
に
な
っ
た
の
も
、
相
当
数
の
受
容
者
を
得
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

文
筆
家
と
し
て
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
後
の
一
七
五
四
年
に
出
版
さ
れ
た
第
二
の
サ
ロ
ン
批
評
『
所
感
』
は
、
長
文
や
脱
線
が
多
く
て
読

み
に
く
い
『
考
察
』
と
は
異
な
り
、
非
常
に
穏
や
か
な
語
調
で
書
か
れ
、
文
体
も
よ
り
明
快
で
整
っ
て
い
る
。
ま
た
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
ラ
・
フ
ォ
ン
は
『
考
察
』
の
第
二
版
を
改
め
て
執
筆
し
、
一
七
五
二
年
の
合
本
に
収
め
た
が
、
こ
ち
ら
も
や
は
り
初
版
と
比
べ
て
明
瞭

な
文
体
で
、
伝
統
的
な
絵
画
論
の
形
式
を
踏
ま
え
、
同
時
代
の
愛
好
家
た
ち
へ
の
配
慮
に
満
ち
た
内
容
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
の
背
景
に
は
、
個
人
的
な
地
位
の
安
定
の
ほ
か
に
、
自
身
が
火
付
け
役
と
な
っ
て
増
大
あ
る
い
は
激
化
し
た
サ
ロ
ン
批

評
の
数
々
と
は
一
線
を
画
し
た
い
と
い
う
想
い
も
見
え
隠
れ
す
る
）
27
（

。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
「
ど
ん
底
暮
ら
し
の
三
文
文
士
た
ち
」
と
の
差

異
化
を
図
っ
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
か
）
28
（

。
彼
が
批
評
を
「
穏
や
か
」
な
も
の
に
修
正
し
た
こ
と
と
、
批
評
と
い
う
形
式
か
ら
離
れ
て
、
よ
り
好

意
的
な
反
応
が
期
待
さ
れ
る
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
ト
ピ
ッ
ク
へ
と
主
要
テ
ー
マ
を
移
行
し
た
こ
と
と
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
別
の
意
図

を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
ラ
・
フ
ォ
ン
は
文
筆
家
と
し
て
社
会
的
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
に
は

違
い
な
い
。
だ
が
『
考
察
』
の
反
響
の
大
き
さ
は
、
彼
の
予
想
を
遥
か
に
超
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
結
果
的
に
彼
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
高

ま
っ
た
名
声
を
利
用
し
て
著
述
活
動
を
継
続
し
、
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
の
地
位
に
も
達
し
た
が
、
同
時
代
人
を
非
難
し
た
り
、
公
衆
の
あ
い
だ

に
激
し
い
論
争
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
行
為
が
、
彼
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
後
の
反
発
の
大
き
さ
か
ら
、「
ク
ー
デ
タ
ー
」
を
引
き
起
こ

し
た
と
し
て
攻
撃
的
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
イ
メ
ー
ジ
が
伴
う
ラ
・
フ
ォ
ン
だ
が
）
29
（

、
そ
の
著
述
に
は
ル
イ
十
四
世
時
代
の
称
讃
と
い
う
テ
ー
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マ
が
通
底
し
て
お
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
伝
統
的
な
ジ
ャ
ン
ル
の
序
列
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
む
し
ろ
保
守
的
な
人
物
で
あ
っ
た
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、『
考
察
』
以
降
の
著
述
ス
タ
イ
ル
の
変
更
は
、
無
用
な
批
判
を
避
け
、
自
身
の
意
図
を
よ
り
正
確

に
伝
達
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

晩
年
の
ラ
・
フ
ォ
ン
は
決
し
て
多
産
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
時
期
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
活
動
は
、
ピ
ガ
ニ
ョ
ル
・
ド
・
ラ
・
フ
ォ
ル
ス

（P
IG

A
N

IO
L

 D
E

 L
A

 F
O

R
C

E
, Je

an
-A

y
m

ar; 1
6

7
3

―1
7

5
3

）
に
よ
る
『
パ
リ
市
と
周
辺
の
歴
史
的
描
写
』（
一
七
六
五
年
）
の
編
集
へ
の

参
加
で
あ
る
）
30
（

。
十
七
世
紀
後
半
か
ら
流
行
す
る
ブ
リ
ス
や
ソ
ー
ヴ
ァ
ル
、
ド
ゥ
ザ
リ
エ
・
ダ
ル
ジ
ャ
ン
ヴ
ィ
ル
ら
に
よ
る
旅
行
ガ
イ
ド
の
列

に
連
な
る
本
書
は
）
31
（

、
十
巻
か
ら
成
る
大
部
の
著
作
で
、
パ
リ
や
そ
の
周
辺
地
域
を
対
象
と
し
て
、
歴
史
と
と
も
に
主
要
な
建
造
物
や
そ
こ
に

含
ま
れ
る
美
術
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
「
ル
ー
ヴ
ル
」
に
充
て
ら
れ
た
章
も
あ
り
（
第
二
巻
）、
ラ
・
フ
ォ
ン
は
こ
の
章
の
記

述
に
も
関
わ
っ
た
に
違
い
な
い
。

一
七
七
一
年
六
月
十
六
日
、
ラ
・
フ
ォ
ン
は
パ
リ
で
生
涯
を
閉
じ
る
。
こ
の
と
き
彼
は
独
身
で
、
サ
ン
＝
ト
ゥ
ス
タ
ー
シ
ュ
聖
堂
の
近
く

で
年
金
生
活
を
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
遺
産
目
録
に
よ
る
と
）
32
（

、
金
銭
に
関
し
て
は
、
終
身
年
金
の
ほ
か
、
六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
と
三
〇
〇
〇

リ
ー
ヴ
ル
の
負
債
、
そ
し
て
宝
石
職
人
に
対
す
る
五
万
五
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
債
権
が
あ
っ
た
。
二
十
冊
ほ
ど
の
書
物
に
つ
い
て
の
記
述
も

あ
り
（
書
物
自
体
は
三
四
〇
冊
ほ
ど
あ
っ
た
）、
教
会
の
歴
史
に
関
す
る
本
や
宗
教
書
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
彼
の
信
仰
心
に
言
及
し
た

同
時
代
人
の
記
述
も
あ
り
）
33
（

、
狂
信
的
な
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
の
コ
ン
ヴ
ァ
ル
シ
ョ
ン
派
の
集
会
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
証
言
も
あ
る
が
）
34
（

、
信

仰
の
実
態
は
よ
く
判
っ
て
い
な
い
。

以
上
、
ラ
・
フ
ォ
ン
の
生
涯
と
業
績
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
彼
の
主
著
『
考
察
』
の
内
容
、
お
よ
び
出
版
の
背
景
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。
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2
．
匿
名
出
版
と
「
公
衆
」

ラ
・
フ
ォ
ン
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
『
考
察
』
の
出
版
を
着
想
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
一
七
四
六
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
に

か
け
て
ル
ー
ヴ
ル
宮
で
開
催
さ
れ
た
サ
ロ
ン
を
訪
れ
）
35
（

、
出
品
作
品
に
対
す
る
批
評
に
加
え
、
フ
ラ
ン
ス
絵
画
界
全
体
に
通
底
す
る
問
題
を
指

摘
し
、
そ
の
解
決
策
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
た
。『
考
察
』
は
次
の
よ
う
な
序
文
で
始
ま
る
。

こ
の
小
さ
な
著
作
は
、
も
と
も
と
は
昨
年
九
月
に
ル
ー
ヴ
ル
宮
で
開
催
さ
れ
た
絵
画
展
の
期
間
中
に
刊
行
す
る
つ
も
り
で
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
予
期
せ
ぬ
事
態
が
、
出
版
を
今
日
ま
で
遅
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。

本
書
に
は
あ
え
て
、
本
筋
か
ら
離
れ
た
話
題
を
い
く
つ
も
挿
入
し
て
い
る
。
い
く
ぶ
ん
愉
快
な
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ

は
文
体
に
変
化
を
持
た
せ
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
ひ
と
つ
の
主
題
に
関
す
る
長
い
論
考
に
つ
き
も
の
の
、
眠
気
を
誘
う
よ
う
な

単
調
さ
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
、
退
屈
な
讃
辞
の
繰
り
返
し
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
読
者
を
救
う

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
小
論
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
優
美
な
文
体
に
精
通
し
、
美
し
き
技
芸
に
も
通
暁
し
た
優
れ
た
文
筆
家
の
中
か
ら
、
き

わ
め
て
先
駆
的
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
企
て
を
遂
行
す
る
者
が
現
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
）
36
（

。

こ
の
序
文
に
は
ラ
・
フ
ォ
ン
の
出
版
の
動
機
を
示
す
よ
う
な
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
予
期
せ
ぬ

事
態
」
に
つ
い
て
は
、
間
接
的
な
史
料
か
ら
推
測
可
能
で
あ
る
。
ラ
・
フ
ォ
ン
は
、
愛
好
家
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
バ
シ
ョ
ー
モ
ン
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）
に
、『
考
察
』
の
草
稿
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
37
（

。
同
じ
く
愛
好
家
で
著
名
な
版
画

蒐
集
家
・
版
画
家
で
も
あ
っ
た
ピ
エ
ー
ル
＝

ジ
ャ
ン
・
マ
リ
エ
ッ
ト
は
、「
こ
の
『
絵
画
に
関
す
る
考
察
』
の
著
者
が
正
し
い
助
言
に
従
っ

て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
出
版
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
手
書
き
の
メ
モ
を
残
し
て
い
る
）
38
（

。
こ
の
「
助
言
」
が
バ
シ
ョ
ー
モ
ン

の
そ
れ
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
マ
リ
エ
ッ
ト
自
身
が
行
っ
た
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
出
版
に
否
定
的
な
内
容
で
あ
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
愛
好
家
か
ら
事
前
に
「
反
対
」
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
ラ
・
フ
ォ
ン
は
『
考
察
』
を
す
ん
な
り
と

は
刊
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
考
察
』
の
出
版
時
期
は
明
示
さ
れ
て
は
な
い
が
、
上
記
の
序
文
に
続
い
て
一
七
四
六
年
十
月
の
『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
ボ
ン
ヌ
ヴ
ァ
ル
氏
か
ら
ド
・
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
氏
へ
の
手
紙
の
抜
粋
」
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
）
39
（

、
少
な
く
と
も
こ

れ
よ
り
後
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
手
紙
の
作
者
の
「
ボ
ン
ヌ
ヴ
ァ
ル
氏
」
と
い
う
人
物
は
特
定
さ
れ
な
い
が
、
一
方
の
「
ド
・
ラ
・

ト
ゥ
ー
ル
氏
」
は
、
王
立
絵
画
彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
準
会
員
と
し
て
同
年
の
サ
ロ
ン
に
四
点
の
肖
像
画
を
出
品
し
た
モ
ー
リ
ス
・
カ
ン
タ
ン
・

ド
・
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
（Q

U
E

N
T

IN
 D

E
 L

A
 T

O
U

R
, M

au
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; 1
7

0
4

―1
7

8
8

）
で
あ
ろ
う
）
40
（

。
ラ
・
フ
ォ
ン
は
こ
の
手
紙
か
ら
以
下
の
部
分

を
引
用
し
て
い
る
。

…
…
こ
の
展
覧
会
に
続
い
て
展
示
作
品
に
つ
い
て
の
適
切
な
検
討
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
の
特
徴
と
、
各
画
家
が
ど
の

部
分
で
優
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
企
て
は
、
書
き
手
に
深
遠
な
知
識
を
要
求
す
る

で
し
ょ
う
し
、
美
術
家
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
有
用
な
批
評
と
す
る
た
め
に
は
、
文
章
の
魅
力
が
と
り
わ
け
必
要
と
さ
れ
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
著
作
が
あ
れ
ば
、
何
が
し
か
の
資
質
を
持
ち
合
わ
せ
た
観
衆
は
徐
々
に
教
化
さ
れ
、
私
が
幾

度
か
耳
に
し
て
き
た
よ
う
な
奇
妙
な
判
断
を
作
品
に
つ
い
て
下
す
こ
と
も
少
し
ず
つ
な
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
た
と
え

ば
、
色
彩
の
美
し
さ
に
目
が
眩
ん
で
、
衣
服
の
襞
の
重
苦
し
い
描
写
や
事
物
の
不
規
則
な
配
置
を
大
目
に
見
る
よ
う
な
こ
と
は
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な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
堅
苦
し
さ
を
表
現
の
力
強
さ
と
、
あ
る
い
は
優
美
さ
を
気
取
っ
た
表
現
と
混
同
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な

誤
り
を
犯
す
こ
と
も
な
く
な
る
で
し
ょ
う
）
41
（

。

ラ
・
フ
ォ
ン
が
ボ
ン
ヌ
ヴ
ァ
ル
な
る
人
物
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
は
判
ら
な
い
。
だ
が
、
序
文
に
続
い
て
こ
れ
を
枕
に
据
え
、

こ
の
記
事
を
批
評
執
筆
の
着
想
源
に
仕
立
て
て
、
自
ら
の
行
為
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
形
を
取
っ
た
の
は
、
本
書
の
出
版
が
当
時
の
美
術
界

の
慣
習
に
反
す
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ラ
・
フ
ォ
ン
自
身
、
序
文
に
お
い
て
、
本
書
の
試
み
を
「
き
わ
め

て
先
駆
的
」
と
述
べ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
専
門
家
が
ア
カ
デ
ミ
ー
の
美
術
家
た
ち
に
助
言
を
与
え
る
例
は
前
世
紀
か
ら
認
め
ら
れ
る

が
、
そ
う
し
た
助
言
は
あ
く
ま
で
も
口
頭
で
直
接
伝
え
る
も
の
だ
と
い
う
、
暗
黙
の
了
解
の
下
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
十
八
世
紀
に

入
る
と
、
半
ば
官
報
的
な
性
格
の
『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
誌
な
ど
が
展
覧
会
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
す
る
よ
う
に
は
な
る

が
、
そ
の
場
合
も
、
作
品
の
「
批
評
」
は
意
図
的
に
避
け
ら
れ
、
作
者
名
と
主
題
、
そ
し
て
評
価
に
関
わ
ら
な
い
短
い
コ
メ
ン
ト
が
加
え
ら

れ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
）
42
（

。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。「
…
…
カ
ル
ル
・
ヴ
ァ
ン
ロ
ー　

1
．《
狩
り
の
休
息
》
国
王
注
文
作
品
。

こ
の
絵
画
は
実
に
多
く
の
鑑
賞
者
を
惹
き
つ
け
た
）
43
（

」。

サ
ロ
ン
の
出
品
作
品
に
対
し
て
、
細
か
な
美
点
や
欠
点
を
逐
一
指
摘
し
て
評
価
を
下
す
と
い
う
行
為
を
、
ラ
・
フ
ォ
ン
の
よ
う
な
ア
カ
デ

ミ
ー
と
は
無
関
係
の
人
物
が
行
い
、
し
か
も
こ
れ
を
文
章
で
著
し
、
さ
ら
に
は
出
版
し
て
広
く
流
布
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
常

識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
前
代
未
聞
の
試
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
の
出
版
地
が
ラ
・
エ
（
デ
ン
・
ハ
ー
グ
）
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
お
そ

ら
く
検
閲
を
逃
れ
る
た
め
の
策
で
あ
ろ
う
。
匿
名
の
出
版
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
こ
う
し
た
事
情
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
後
に
述
べ
る
理
由
か
ら
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
ボ
ン
ヌ
ヴ
ァ
ル
の
手
紙
に
続
い
て
『
考
察
』
の
本
文
が
始
ま
る
が
、
ラ
・
フ
ォ
ン
は
そ
の
冒
頭
で
も
、
こ
の
批
評
の
出
版
が

正
当
な
意
図
の
下
に
な
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
、
あ
く
ま
で
も
美
術
の
発
展
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
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絵
画
と
美
術
へ
の
愛
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
向
上
に
対
す
る
熱
意
。
こ
れ
が
、
今
年
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
に
展
示
さ
れ
た
作
品
に
対

す
る
所
感
を
公
に
示
す
に
あ
た
っ
て
の
唯
一
の
動
機
で
あ
る
。
そ
の
感
想
を
決
定
的
な
評
価
と
し
て
示
そ
う
と
い
う
の
で
は
な

い
。
他
人
の
判
断
を
自
分
自
身
の
も
の
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
ほ
ど
愚
か
な
こ
と
は
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
同
時
に
、
い

か
な
る
感
情
と
も
、
ま
た
い
か
な
る
個
人
的
な
利
害
と
も
無
関
係
な
、
批
判
的
な
が
ら
も
慎
重
な
考
察
を
提
示
す
る
こ
と
は
、

文
芸
と
同
様
に
技
芸
の
進
歩
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
有
用
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
作
家
た
ち
に
自

ら
の
欠
点
を
気
づ
か
せ
、
彼
ら
を
最
高
度
の
完
成
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
）
44
（

。

こ
の
よ
う
に
『
考
察
』
の
刊
行
理
由
を
正
当
化
し
た
直
後
に
、
後
に
大
い
に
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
以
下
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
す

る
）
45
（

。

展
示
さ
れ
た
一
点
の
絵
画
は
、
印
刷
さ
れ
て
世
に
出
た
一
冊
の
書
物
に
等
し
い
。
そ
れ
は
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
演
劇
の
一
作

品
と
も
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
各
人
が
、
そ
れ
に
対
す
る
判
断
を
下
す
権
利
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
集
約
し
て

作
家
た
ち
に
示
す
の
は
、
公
衆
の
最
も
ま
と
ま
っ
た
、
最
も
公
平
な
判
断
で
あ
り
、
決
し
て
自
分
自
身
の
そ
れ
で
は
な
い
。
た

し
か
に
公
衆
の
判
断
は
、
先
入
見
や
性
急
さ
が
災
い
し
て
、
奇
妙
で
あ
っ
た
り
不
公
平
な
も
の
と
な
る
場
合
も
多
い
。
し
か

し
、
ど
の
よ
う
な
作
品
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
美
点
と
欠
点
に
関
す
る
意
見
が
一
致
し
た
と
き
に
は
、
公
衆
が
評
価
を
誤
っ
て
い

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
確
信
し
て
い
る
）
46
（

。

『
考
察
』
で
展
開
す
る
の
は
ラ
・
フ
ォ
ン
個
人
の
考
え
で
は
な
く
「
公
衆
」
の
意
見
、
そ
れ
も
彼
ら
の
一
致
し
た
意
見
で
あ
り
、
こ
れ
こ
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そ
が
公
平
な
評
価
と
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
美
術
家
た
ち
に
欠
点
を
気
づ
か
せ
、
さ
ら
な
る
向
上
を
促
す
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

従
え
ば
、『
考
察
』
の
書
き
手
は
「
公
衆
」
あ
る
い
は
公
衆
全
体
の
意
見
を
代
表
す
る
者
で
あ
り
、
実
際
の
著
者
で
あ
る
ラ
・
フ
ォ
ン
は
あ

く
ま
で
も
そ
の
「
一
代
弁
者
」、
あ
る
い
は
公
衆
の
意
見
を
ま
と
め
た
編
者
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
作
品
批
評
の
主
体
は
「
公

衆
」
で
あ
り
、「
私
（ je

）」
あ
る
い
は
特
定
の
個
人
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
考
察
』
の
著
者
名
は
匿
名
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ

こ
か
ら
、
匿
名
で
の
出
版
は
、
先
述
の
よ
う
な
美
術
界
の
事
情
の
中
で
非
難
を
免
れ
よ
う
と
す
る
消
極
的
な
姿
勢
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
の

意
図
を
よ
り
反
映
し
た
積
極
的
な
選
択
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
ラ
・
フ
ォ
ン
が
『
考
察
』
以
降
の
著
作
に
お
い
て
著
者
名
と
し
て
使
用
し
た
表
記
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
裏
づ
け
ら
れ
る
）
47
（

。
完
全
な
匿
名
を
貫
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
著
作
と
並
行
し
て
、「D

. L
. F. d

e
 S

. Y
e

.

」、「D
. L

. F. D
. S

. 

Y
.

」
の
よ
う
な
形
で
部
分
的
に
著
者
名
を
示
唆
し
た
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
『
考
察
』
の
出
版
か
ら
ま
も
な
く
、
ラ
・
フ
ォ
ン
は
リ

ヨ
ン
の
科
学
・
文
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
に
『
考
察
』
を
送
付
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
記
録
し
た
同
ア
カ
デ
ミ
ー
の
文
書
に
は
、「
九
月
六
日
に
ラ

フ
ォ
ン
・
ド
・
サ
ン
＝

テ
ィ
エ
ン
ヌ
氏
よ
り
、
彼
の
手
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
『
フ
ラ
ン
ス
の
絵
画
の
現
状
に
関
す
る
考
察
』（
十
二
折
版
）

と
題
さ
れ
た
著
作
が
ア
カ
デ
ミ
ー
に
提
出
さ
れ
た
」
と
あ
り
、『
考
察
』
の
作
者
が
ラ
・
フ
ォ
ン
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
断
定
さ
れ
て
い
る
）
48
（

。

さ
ら
に
翌
一
七
四
八
年
、『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
に
「『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
』
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
ア
ベ
・
レ
ナ
ル
氏
の
手

紙
に
対
す
る
ラ
・
フ
ォ
ン
・
ド
・
サ
ン
＝

テ
ィ
エ
ン
ヌ
氏
の
応
答
」
と
い
う
記
事
が
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
著
者
自
身
が
、「『
フ

ラ
ン
ス
の
絵
画
の
現
状
に
関
す
る
考
察
』
に
続
く
私
の
手
紙
の
中
で
述
べ
た
と
き
に
は
…
…
」（
傍
点
筆
者
）
と
記
し
て
い
る
）
49
（

。
こ
の
引
用

に
登
場
す
る
「
手
紙
」
と
は
、『
考
察
』
の
弁
明
の
た
め
に
一
七
四
七
年
に
出
さ
れ
た
「『
考
察
』
の
著
者
に
よ
る
手
紙
」
の
こ
と
で
あ
り
）
50
（

、

こ
れ
を
自
身
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
『
考
察
』
の
著
者
で
あ
る
こ
と
も
告
白
し
た
こ
と
に
な
る
。『
コ

ル
ベ
ー
ル
の
影
』
を
は
じ
め
、
匿
名
で
出
版
さ
れ
た
そ
の
他
の
著
作
は
、
一
七
五
二
年
に
『
考
察
』
の
第
二
版
と
と
も
に
合
本
と
し
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
作
者
も
ラ
・
フ
ォ
ン
で
あ
る
こ
と
が
難
な
く
特
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、『
考
察
』
の
匿
名
性
は
、
別
の
著
作
と
の
照
合
や
間
接
的
な
史
料
に
よ
っ
て
容
易
に
明
ら
か
に
な
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ

た
。
も
し
も
ラ
・
フ
ォ
ン
が
自
身
の
存
在
を
隠
す
た
め
に
匿
名
を
用
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
決
し
て
暴
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
よ
り
慎
重

を
期
し
た
に
違
い
な
く
、
一
文
筆
家
と
し
て
匿
名
を
貫
く
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
固
執
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
『
考
察
』
に

関
し
て
は
、
や
は
り
先
述
の
よ
う
な
ラ
・
フ
ォ
ン
の
意
図
を
汲
み
、
著
作
の
内
容
と
の
関
係
で
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
匿
名
で
の
出
版
と
い
う
ラ
・
フ
ォ
ン
の
行
為
は
、
同
時
代
人
の
目
に
は
卑
劣
な
も
の
と
し
て
映
っ
た
）
51
（

。
彼
ら
の
反
発
は
ラ
・

フ
ォ
ン
自
身
も
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
て
い
た
よ
う
で
、「
公
衆
」
を
判
断
の
主
体
に
据
え
た
段
落
の
直
後
で
は
、
伝
統
的
に
助
言
者
の
役
割

を
果
た
し
て
き
た
「
目
利
き
」
へ
の
配
慮
も
見
せ
て
い
る
。

賢
明
な
目
利
き
の
判
断
を
持
ち
出
す
の
は
、
最
大
限
の
良
心
的
な
配
慮
と
、
い
か
な
る
人
も
傷
つ
け
ま
い
と
す
る
き
わ
め
て

現
実
的
な
心
遣
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
道
徳
的
規
範
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
以
上
に
、
感
性
と
呼
ば
れ
る
生
ま
れ

つ
き
の
知
性
を
備
え
て
い
る
）
52
（

。
こ
れ
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
あ
る
作
品
の
不
調
和
と
調
和
を
一
見
し
た
だ
け
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
感
性
こ
そ
が
趣
味
の
基
礎
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
真
の
美
に
対
す
る
確
固
た
る
不
変

の
趣
味
は
、
持
っ
て
生
ま
れ
る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
な
け
れ
ば
、
後
に
身
に
つ
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
も
の
と
理

解
し
て
い
る
）
53
（

。

こ
こ
で
は
、「
目
利
き
」
と
呼
ば
れ
る
専
門
家
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
し
て
い
る
「
趣
味
」、
そ
し
て
こ
れ
に
基
づ
い
て
彼
ら
が
下
す
判
断

に
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

助
言
や
批
判
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
第
一
級
の
名
声
に
到
達
す
る
作
家
は
稀
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
同
輩
だ
け
に
頼
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る
の
で
は
不
足
で
あ
る
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
技
の
美
点
と
欠
点
を
、
味
も
素
っ
気
も
な
い
規
則
に
照
ら
し
合
わ
せ
る

こ
と
で
判
断
す
る
か
、
あ
る
い
は
し
ば
し
ば
画
一
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
画
法
と
比
較
す
る
と
い
う

習
慣
に
よ
っ
て
判
断
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
明
で
良
識
の
あ
る
観
者
に
も
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
絵
筆
を
握
っ
た
こ
と
は
な
く
と
も
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
趣
味
に
よ
っ
て
、
規
則
に
拘
泥
す
る
こ

と
な
く
判
断
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
人
々
に
は
、
色
調
の
適
切
さ
や
細
部
の
選
択
、
部
分
や
全
体
の
効
果
、
そ
し
て
眼
を
魅
了

す
る
画
面
全
体
の
調
和
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
い
く
ら
で
も
助
言
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
）
54
（

。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
段
落
の
記
述
は
、
そ
の
前
の
段
落
で
前
面
に
出
さ
れ
た
「
公
衆
」
と
の
関
係
を
考
え
る
と
き
、
い
ま
ひ
と
つ
明
瞭
で
は

な
い
。
上
記
の
引
用
中
の
「
持
っ
て
生
ま
れ
た
趣
味
」
は
、
前
段
落
の
「
感
性
と
呼
ば
れ
る
生
ま
れ
つ
き
の
知
性
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る

「
趣
味
」
に
あ
た
る
と
理
解
さ
れ
る
が
、
で
は
「
公
明
で
良
識
の
あ
る
観
者
」
と
は
「
賢
明
な
目
利
き
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
で
は
、
や
は
り
「
目
利
き
」
の
判
断
が
「
公
衆
」
の
そ
れ
に
勝
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
の
余
地
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
二
段
落
は
、
本
書
で
「
公
衆
」
の
判
断
を
展
開
す
る
と
い
う
大
胆
な
試
み
の
、
あ

ま
り
に
新
奇
な
印
象
を
和
ら
げ
る
と
い
う
意
図
で
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
否
め
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
の
み
を
と
ら
え
て
ラ
・

フ
ォ
ン
の
真
意
を
探
ろ
う
と
試
み
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
、
い
わ
ば
本
文
の
中
で
の
「
序
文
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
考
察
』
の
主
要
な
内
容
は
、
こ
れ
に
続
い
て
展
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
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頁
を
参
照
。

（
4
） 

注
3
を
参
照
。

（
5
） 

拙
稿
「
美
術
に
お
け
る
『
公
衆
』
の
誕
生
――
一
七
四
〇
年
代
後
半
の
論
争
を
中
心
に
――
」、『
一
橋
論
叢
』、
第
一
三
一
巻
第
二
号
、
日
本
評

論
社
、
二
〇
〇
四
年
、
五
五
―
七
三
頁
。

（
6
） C

o
lle

c
tio

n
 D

e
lo

y
n

e
s. C

o
lle

c
tio

n
 d

e
 p

iè
c
e

s su
r le

s B
e

a
u

x
-a

rts im
p

rim
é

e
s e

t m
a
n

u
sc

rite
s,

（re
c
u

e
illie

s p
a
r P

ie
rre

-Je
a
n

 M
a
rie

tte
, 

C
h

arle
s-N

ico
las C

o
ch

in
 e

t M
. D

e
lo

y
n

e
s

）, 6
5
 vo

ls. re
p

ré
se

n
tan

t 2
0
6
9
 p

iè
ce

s, 1
6
7
3

―1
8
0
8
.  

こ
れ
ら
の
史
料
は
マ
リ
エ
ッ
ト
の
死
後
、
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版
画
家
で
ア
カ
デ
ミ
ー
書
記
を
務
め
美
術
関
係
文
書
の
検
閲
官
で
も
あ
っ
た
コ
シ
ャ
ン
（C

O
C

H
IN

, C
h

arle
s-N

ico
las, le

 fi
ls

; 1
7
1
5

―1
7
9
0

）

と
会
計
監
査
官
ド
ロ
ワ
ー
ヌ
（D

E
L

O
Y

N
E

S

）
に
引
き
継
が
れ
、
拡
充
さ
れ
た
。
六
五
巻
に
及
ぶ
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
一
六
七
三
年
か

ら
一
八
〇
八
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
出
版
さ
れ
た
諸
展
覧
会
の
出
品
作
品
目
録
と
批
評
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
二
千
点
以
上
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
所
収
資
料
に
つ
い
て
は
次
の
リ
ス
ト
を
参
照
。D

U
P

L
E

S
S

IS
,

（G
.

）, C
a

ta
logu

e d
e la

 collection
 d

e p
ièces su

r les B
ea

u
x-

A
rts im

p
rim

ées et m
a

n
u

scrites, recu
eillies p

a
r P.-J. M

a
riette, C

.-N
. C

och
in

 et M
. D

eloyn
es, P

aris
: A

. P
icard

, 1
8
8
1
.

（
7
） ﹇L

A
 F

O
N

T
 D

E
 S

A
IN

T
-Y

E
N

N
E

﹈, L
’O

m
bre d

u
 gra

n
d
 C

olbert, le L
ou

vre et la
 ville d

e P
a

ris, d
ia

logu
e. R

éfl
exion

s su
r q

u
elq

u
es ca

u
ses 

d
e l ’éta

t p
résen

t d
e la

 p
ein

tu
re en

 F
ra

n
ce. A

vec q
u

elq
u

es lettres d
e l ’a

u
teu

r à
 ce su

jet,

（n
o

u
ve

lle
 é

d
itio

n
 co

rrig
é
e
 &

 au
g

m
e
n

té
e

）,

﹇P
aris: M

ich
e
l L

am
b

e
rt

﹈, 1
7
5
2

（L
X

X

―3
6
7

―﹇1

﹈p
; fro

n
t.; in

―1
2

）.

（
8
） ﹇L

A
 F

O
N

T
 D

E
 S

A
IN

T
-Y

E
N

N
E

﹈, R
éfl

exion
s 

…, G
e
n

è
ve

: S
latk

in
e
 R

e
p

rin
ts, 1

9
7
0
.

（
9
） D

E
M

O
R

IS
, （R

.

）et F
E

R
R

A
N

,
（F.
）, é

d
., L

a
 p

ein
tu

re en
 p

rocès: l ’in
ven

tion
 d

e la
 critiq

u
e d

’a
rt a

u
 siècle d

es L
u

m
ières, P

aris
: P

re
sse

 

d
e
 la S

o
rb

o
n

n
e
 n

o
u

ve
lle

, 2
0
0
1
.

（
10
） JO

L
L

E
T

,

（É
.

）, é
d

., L
a

 F
on

t d
e S

a
in

t-Y
en

n
e
: Œ

u
vre critiq

u
e, P

aris: É
N

S
B

A
, 2

0
0
1
.

（
11
） 

よ
り
詳
し
く
は
拙
稿
、
二
〇
一
一
年
、
お
よ
び
、D

E
S

C
O

U
R

T
IE

U
X

,

（P.

）, L
es T

h
éoricien

s d
e l ’a

rt a
u

 X
V

IIIe siècle
: L

a
 F

on
t d

e S
a

in
t-

Y
en

n
e, M

é
m

o
ire

 d
e
 m

aîtrise
, U

n
ive

rsité
 d

e
 P

aris IV
, 1

9
7
8
 

を
参
照
。

（
12
） A

N
, M

C
/

L
X

X
X

V
/

6
3
5

﹇P
ro

cè
s ve

rb
al d

e
 tran

sp
o

rt e
t in

ve
n

taire
 ap

rè
s le

 d
é
cè

s d
u

 S
. d

e
 L

a F
o

n
t d

e
 S

ain
t Y

e
n

n
e
, d

até
e
 d

u
 1

3
 ju

il. 

1
7
7
1

﹈.  

こ
の
文
書
はD
E

S
C

O
U

R
T

IE
U

X
, 1

9
7
8
 

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
13
） D

E
C

O
U

R
T

IE
U

X
, 1

9
7
8
, p

.1
1
.

（
14
） « O

d
e
 su

r le
s p

ro
g

rè
s d

e
 la p

e
in

tu
re

 so
u

s le
 rè

g
n

e
 d

e
 L

o
u

is-le
-G

ran
d

 », p
u

b
lié

 d
an

s

﹇L
A

 F
O

N
T

 D
E

 S
A

IN
T

-Y
E

N
N

E

﹈, 1
7
5
2
.

（
15
） A

N
, O

1
/

3
7
1
7
/

8
9

﹇L
e
ttre

 d
e
 n

o
m

in
atio

n
, d

até
e
 d

u
 1

8
 ao

û
t 1

7
2
9

﹈.

（
16
） 

ラ
・
フ
ォ
ン
の
伝
記
を
試
み
た
デ
ク
ル
テ
ィ
ウ
は
、
彼
の
数
少
な
い
手
紙
や
旅
行
の
記
録
か
ら
、
こ
の
任
務
は
七
―
九
月
の
三
カ
月
間
で
あ
っ

た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。D

E
C

O
U

R
T

IE
U

X
, 1

9
7
8
, p

p
.1

3

―1
4
.

（
17
） 

解
任
の
通
知
は
以
下
。A

N
, O

1
/

3
7
1
7
/

9
6

﹇L
e
ttre

 d
e
 d

é
m

issio
n

, d
até

e
 d

u
 2

7
 ao

û
t 1

7
3
7

﹈.

（
18
） 

そ
れ
ら
は
《
デ
ィ
ア
ナ
の
水
浴
》（
一
七
二
八
年
）、《
ロ
ー
マ
の
慈
愛
》（
一
七
三
五
年
以
前
）、《
ガ
ラ
テ
ア
》（
一
七
三
四
年
以
前
）
で
あ
り
、
最
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初
の
二
点
は
ジ
ャ
ッ
ク
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ル
・
バ
（L

E
 B

A
S

, Jacq
u

e
s-P

h
ilip

p
e
; 1

7
0
7

―1
7
8
3

）
に
よ
っ
て
、
最
後
の
一
点
は
画
家
自
身
と
A
・

ト
ロ
シ
ョ
ン
（T

R
O

C
H

O
N

, A
n

to
in

e
 R

.; ?

― ?

）
に
よ
っ
て
版
刻
さ
れ
た
。B

ib
lio

th
è
q

u
e
 n

atio
n

ale
 d

e
 F

ran
ce

（B
N

F

）, D
é
p

arte
m

e
n

t d
e
s 

E
stam

p
e
s, E

E
1
1
/

F
o

l.3
7
, D

B
7
/

F
o

l.4
2
, A

A
8
4
/

F
o

l.4
1
.

（
19
） B

N
F

, N
A

F
2

4
3

4
0

/
1

7
/

f.7
4

―7
5

. R
e

p
r. d

an
s V

O
L

T
A

IR
E

, T
h
e C

om
p
lete W

ork
s of V

olta
ire/L

es œ
u

vres com
p
lètes d

e V
olta

ire,

（p
u

b
lié

 

p
ar T

h
. B

e
ste

rm
an

）, 1
3
5
 vo

ls., G
e
n

è
ve

: In
stitu

t e
t M

u
sé

e
 V

o
ltaire

;

﹇T
o

ro
n

to

﹈: U
n

ive
rsity

 o
f T

o
ro

n
to

 P
re

ss, 1
9
6
9
, v.8

6
, p

p
.3

1
0

―

3
1
1
, 3

1
7

―3
1
8

（D
5
8
3
, D

5
9
1

）.

（
20
） R

éfl
exion

s, p
.2

0
.  

ラ
・
フ
ォ
ン
は
リ
ヨ
ン
で
唯
一
、『
趣
味
の
殿
堂
』
を
所
有
し
て
い
た
と
さ
れ
、
ブ
ロ
セ
ッ
ト
は
ラ
・
フ
ォ
ン
か
ら
同
書
を
借

用
し
た
と
い
う
。

（
21
） V

O
L

T
A

IR
E

, « S
u

r le
 L

o
u

vre
 », M

F
, m

ai 1
7
4
9
, p

p
.2

7

―2
8
.  

ラ
・
フ
ォ
ン
は
こ
の
詩
句
を
『
偉
大
な
る
コ
ル
ベ
ー
ル
の
影
』
第
二
版
で
引
用

し
て
い
る
。[L

A
 F

O
N

T
 D

E
 S

A
IN

T
-Y

E
N

N
E

﹈, 1
7
5
2
, p

p
.1

7
7

―1
7
8
.

（
22
） « L

e
ttre

 d
e
 V

o
ltaire

 à M
arie

-L
o

u
ise

 D
e
n

is, d
até

e
 d

u
 9

 ju
il. 1

7
5
3
 », in

 V
O

L
T

A
IR

E
, 1

9
6
9
, v.9

8
, p

p
.1

3
9

―1
4
1
.  

こ
こ
で
は
ラ
・
フ
ォ
ン
の

名
前
が
誤
っ
て « L

a F
o

n
t d

e
 S

ain
t-Y

o
n

n
e
 » 

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
23
） D

E
C

O
U

R
T

IE
U

X
, 1

9
7
7

―1
9
7
8
, p

.2
9
.

（
24
） ﹇L

A
 F

O
N

T
 D

E
 S

A
IN

T
-Y

E
N

N
E

﹈, S
en

tim
en

s su
r q

u
elq

u
es o

u
v
ra

ges d
e p

ein
tu

re, scu
lp

tu
re et gra

v
u

re, écrits à
 u

n
 p

a
rticu

lier en
 

p
rovin

ce,

﹇s.l.s.n
.

﹈, 1
7
5
4

（C
D

, t.V
I, n

°69
, I

―V
I, 3

―1
8
2
 p

; in

―8

）.

（
25
） ﹇L

A
 F

O
N

T
 D

E
 S

A
IN

T
-Y

E
N

N
E

﹈, L
’O

m
bre d

u
 gra

n
d
 C

olbert, le L
ou

vre et la
 V

ille d
e P

a
ris, d

ia
logu

e, L
a H

ay
e
:

﹇s.n
.

﹈, 1
7
4
9

（1
6
5
p

.; 

in

―1
2

）.  

そ
の
他
の
著
作
の
リ
ス
ト
は
、
拙
稿
、
二
〇
一
一
年
に
示
し
て
い
る
。

（
26
） A

rch
ive

s d
e
 l ’A

cad
é
m

ie
 d

e
s S

cie
n

ce
s e

t B
e
lle

s-L
e
ttre

s d
e
 L

y
o

n
, t.X

X
IV

, re
cu

e
il 2

6
6
, F

8
, n

°69
2
. re

p
r. JO

L
L

E
T

, 2
0
0
1
, n

.1
6
.

（
27
） 

同
様
の
指
摘
を
ジ
ョ
レ
が
行
っ
て
い
る
。JO

L
L

E
T

, 2
0
0
1
, p

.2
7
5
.

（
28
） 

ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ー
ン
ト
ン
『
革
命
前
夜
の
地
下
出
版
』、
関
根
素
子
・
二
宮
宏
之
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。

（
29
） D
É

M
O

R
IS

,

（R
.

）, « L
e
 co

u
p

 d
’É

tat d
u

 co
n

n
aisse

u
r d

é
licat e

t sé
vè

re
 », in

 D
É

M
O

R
IS

 e
t F

E
R

R
A

N
, 2

0
0
1
, p

p
.6

5

―8
5
.

（
30
） P

IG
A

N
IO

L
 D

E
 L

A
 F

O
R

C
E

,

（J.-A
.

）, D
escrip

tion
 h

istoriq
u

e d
e la

 ville d
e P

a
ris et d

e ses en
viron

s, 1
0
 vo

ls., P
aris: C

h
e
z le

s lib
raire

s 

asso
cié

s, 1
7
6
5
.
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（
31
） ﹇B

R
IC

E
,

（G
.

）﹈, D
escrip

tio
n

 n
o
u

v
elle d

e ce q
u

’il y a
 d

e p
lu

s rem
a

rq
u

a
b
le d

a
n

s la
 v

ille d
e P

a
ris, P

a
ris

: N
. L

e
 G

ra
s
, 1

6
8

4
; 

S
A

U
V

A
L

,

（H
.

）, H
istoire et rech

erch
es d

es a
n

tiq
u

ités d
e la

 ville d
e P

a
ris, 3

 vo
ls., P

aris: C
h

arle
s M

o
e
tte

, e
tc., 1

7
2
4

;

﹇D
E

Z
A

L
L

IE
R

 

D
’A

R
G

E
N

V
IL

L
E

,

（A
.-N

.

）﹈, V
oya

ge p
ittoresq

u
e d

es en
viron

s d
e P

a
ris, P

aris: D
e
 B

u
re

 l ’aîn
é
, 1

7
4
9
.

（
32
） A

N
, M

C
/

L
X

X
X

V
/

6
3
5
, o

p
.cit.

（
33
） B

N
F

, A
rse

n
al, M

S
4
0
4
1
/

f.1
0
9
 ; P

IG
A

N
IO

L
 D

E
 L

A
 F

O
R

C
E

, 1
7
6
5
, t.1

., p
.viii.

（
34
） « P

ro
cè

s-ve
rb

al d
re

ssé
 p

ar M
. d

e
 L

a C
o

n
d

am
in

e
 », C

orresp
on

d
a

n
ce littéra

ire, p
h
ilosop

h
iq

u
e et critiq

u
e d

e G
rim

m
 et d

e D
id

erot 

d
ep

u
is 1

7
5

3
 ju

sq
u

’en
 1

7
9

0
,

（n
o

u
ve

lle
 é

d
itio

n

）, 1
6
 vo

ls., t.3
, 1

5
 avril 1

7
6
1
, p

p
.1

8

―2
0
.

（
35
） 

ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
十
七
世
紀
末
か
ら
、
会
員
が
制
作
し
た
作
品
を
一
同
に
集
め
た
展
覧
会
を
開
く
慣
わ
し
が
あ
り
、
一
七
三
七
年
以
降
は
毎
年

こ
の
時
期
に
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
「
サ
ロ
ン
・
カ
レ
」（
方
形
の
間
）
で
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
展
覧
会
は
「
サ
ロ
ン
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
36
） R

éfl
exion

s, 1
9
7
0
, p

.ij.

（
37
） 

ち
な
み
に
、
バ
シ
ョ
ー
モ
ン
は
自
身
の
覚
書
の
中
で
、「
私
は
﹇『
考
察
』
の
﹈
著
者
を
知
ら
な
い
」、「
著
者
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
。
本
当
だ
。

そ
れ
が
、
私
が
こ
の
著
作
に
何
ら
関
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
著
者
以
上
に
、
い
く
つ
か
の
詳
細
な
点
に
つ
い
て
は
心
得
て
い
る
。

も
し
も
著
者
が
事
前
に
私
に
知
ら
せ
て
い
た
な
ら
、
こ
の
著
作
に
散
見
さ
れ
る
誤
り
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
言
い
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
考
察
』
の
出
版
が
あ
ま
り
に
大
き
な
反
発
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
に
、
巻
き
添
え
に
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
べ
く
、
自
ら
の
立
場
を
正
当
化
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。« M

é
m

o
ire

 d
e
 B

ach
au

m
o

n
t, m

ai 1
7
4
9
 », B

N
F

, A
rse

n
al, M

S
4
0
4
1
/

f.1
0
9
.

（
38
） « N

o
te

 d
e
 M

arie
tte

 à p
ro

p
o

s d
e
 ce

tte
 b

ro
ch

u
re

﹇R
é
fl

e
x

io
n

s
﹈», s.d

., C
D

, t.II, n

°23
, p

.2
2
9
.

（
39
） « L

e
ttre

 à M
. d

e
 la T

o
u

r p
ar M

. B
o

n
n

e
val, d

u
 2

1
 S

e
p

te
m

b
re

 1
7
4
6
 », M

F
, o

cto
b

re
 1

7
4
6
, p

p
.1

3
7

―1
3
9
.

（
40
） 

ボ
ン
ヌ
ヴ
ァ
ル
は
こ
の
引
用
部
に
続
け
て
、
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
が
出
品
し
た
肖
像
画
を
称
え
る
散
文
を
披
露
し
て
い
る
。

（
41
） R

éfl
exion

s, 1
9
7
0
, p

.iij.

（
42
） 

一
七
二
五
年
の
展
覧
会
に
関
す
る
記
事
で
は
、「
美
点
や
欠
点
に
関
す
る
観
察
は
行
わ
な
い
」
と
明
言
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
七
三
七
年
の
展

覧
会
に
つ
い
て
の
記
事
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。M

F
, se

p
. 1

7
2
5
, p

p
.2

2
5
4

―2
2
5
5

; M
F

, se
p

. 1
7
3
7
, p

p
.2

0
1
3

―2
0
1
7
.

（
43
） Ibid

., se
p

. 1
7
3
7
, p

.2
0
1
9
.
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（
44
） R

éfl
exion

s, p
p

.1

―2
.

（
45
） 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。

（
46
） R

éfl
exion

s, p
p

.2

―3
.

（
47
） 

ラ
・
フ
ォ
ン
の
以
後
の
著
作
に
お
け
る
著
者
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
。

（
48
） A

rch
ive

s d
e
 l ’A

cad
é
m

ie
 d

e
s S

cie
n

ce
s e

t B
e
lle

s-L
e
ttre

s d
e
 L

y
o

n
, re

cu
e
il 2

6
6
, t.X

X
III. cité

 p
ar JO

L
L

E
T

, 2
0
0
1
, p

.2
7
, n

.1
0
.

（
49
） « R

é
p

o
n

se
 d

e
 M

. d
e
 L

a F
o

n
t d

e
 S

. Y
e
n

n
e
, à la le

ttre
 d

e
 M

. l ’ab
b

é
 R

ain
al, im

p
rim

é
e
 d

an
s le

 M
ercu

re d
e
 Ju

ille
t », M

F
, se

p
te

m
b

re
 

1
7
4
8
, p

.8
0

―8
3
.

（
50
） ﹇L

A
 F

O
N

T
 D

E
 S

A
IN

T
-Y

E
N

N
E

﹈, L
ettre d

e l ’a
u

teu
r d

es « R
éfl

exion
s su

r la
 p

ein
tu

re », et d
e l ’ « E

xa
m

en
 d

es ou
vra

ges exp
osés a

u
 

L
ou

vre en
 1

7
4

6
 »,

﹇s.l.s.n
.

﹈,
﹇1

7
4
7

﹈（C
D

, t.2
, n

°22
 ; 3

1
p

; in

―1
2

）.

（
51
） 

拙
稿
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。

（
52
） 「
感
性
（se

n
tim

e
n

t

）」：
十
八
世
紀
初
頭
に
『
詩
と
絵
画
に
つ
い
て
の
批
判
的
考
察
』（
一
七
一
九
）
を
刊
行
し
た
デ
ュ
・
ボ
ス
（D

U
 B

O
S

, 

Je
an

-B
ap

tiste
; 1

6
7
0

―1
7
4
2

）
は
、
こ
れ
を
「
画
家
、
も
し
く
は
音
楽
家
が
模
倣
し
た
事
物
に
つ
い
て
判
断
す
る
感
覚
」、「
第
六
感
」
と
し

て
お
り
、
ラ
・
フ
ォ
ン
と
同
様
に
美
を
と
ら
え
る
感
覚
器
官
と
し
て
い
る
。D

U
 B

O
S

,

（J.-B
.

）, R
éfl

exion
s critiq

u
es su

r la
 p

oésie et su
r la

 

p
ein

tu
re, 2

 vo
ls., P

aris
: J. M

arie
tte

, 1
7
1
9
.   

邦
訳
『
詩
画
論
』（
Ⅰ
、
Ⅱ
）、
木
幡
瑞
枝
訳
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五
年
。

（
53
） R

éfl
exion

s, p
p

.3

―4
.

（
54
） R

éfl
exion

s, p
.4

.




